
 

 

宮城県登米高等学校［全日制課程（普通科）］ 

 

☆ スクール・ミッション（社会的役割等） 

 宮城県登米高等学校は，「誠実・勤勉・進取」を校訓とし，高い志と協働的な実践

力を備え，将来にわたって地域を支え活躍する人材を育成します。また，教育課程内

外の活動を通して，確かな学力と自他を尊重する態度を育み，地域とともに歩み，信

頼される学校を目指します。 

★ スクール・ポリシー（三つの方針） 

１ グラデュエーション・ポリシー（育成を目指す資質・能力に関する方針） 

○ 志（夢）を抱き，挑戦し続けようとする力を育成します。 

○ 志（夢）を実現するための基礎学力を育成します。 

○ コミュニケーション力，多様な人々と協働することができる力を育成します。 

○ 社会への帰属意識と貢献意欲を育成します。 

２ カリキュラム・ポリシー（教育課程の編成及び実施に関する方針） 

○ 確かな学力を身に付け，生徒の志望を達成させる教育を実践します。 

→授業改善による「分かる授業」の展開と，学習意欲の喚起を図る学習指導の工 

 夫に取り組みます。  

○ 多様な希望進路，適性，興味・関心などに応じた多様な選択科目を設定し，個に応

じた学びを実現します。 

→基礎・基本を重視する普通科目と特徴的な科目をバランスよく学習し，学力の 

 定着を目指します。 

○ 社会人として自立できる資質・能力，地域や社会が抱える課題を主体的に解決し

ていく実践力を養います。 

→教育活動全体を通した話し合い活動により自己理解と他者理解を深め，実践的 

 コミュニケーション能力を育成します。 

３ アドミッション・ポリシー（入学者の受入れに関する方針） 

○ 将来の夢の実現に向けて，学校生活に積極的・自主的に取り組み，自己を向上さ

せようとする意欲のある生徒 

○ 基本的な生活習慣が身に付いており，思いやりの心をもつ生徒 

○ 基礎的な学力があり，努力を惜しまず，授業を第一に真剣に取り組む生徒 

○ 体育的活動・文化的活動・社会的活動において優れた成績を収め，今後も活躍が

期待できる生徒 

○ 学級活動，生徒会活動，学校行事，部活動，校外活動（運動･ボランティア活動等）

などでリーダーシップを発揮した実績があり，多方面にわたる活躍が期待できる

生徒 
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